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重
f言

「
松
山
平
野
に
綴
る
貴
重

な
自
然
」
と
し
て
、
抽
出
泉
郡

震
信
町
田
援
に
あ
る
口
一
一
ケ

村
(
ざ
ん
か
そ
ん

J

泉
」
を

保
存
し
よ
う
と
い
う
一
致
さ
が

起
き
て
い
る
。
町
内
の
主
婦

の
グ
ル
ー
プ
が
勉
強
会
安
開

い
た
り
、
泉
の
絵
は
が
き
を

作
る
な
ど
地
道
に
取
り
緩
ん

で
お
り
、
反
鵬
首
は
徐
々
に
広

が
ヮ
て
い
る
。

一
一
一
ケ
村
一
一
裂
は
、
間
同
町
牛
潟
、

ン
ボ
の
且
員
選
十
進
一
思
地
に
も

な
っ
て
い
る
。
泉
部
分
と
下

流
数
百
一
M
ま
で
の
氷
路
は
、

土
卒
、
の
絹
壊
後
防
ぐ
た
め
の

雑
木
林
に
箆
ま
れ
、
水
路
は

石
積
み
で
滋
ら
れ
て
い
る
。

替
な
が
ら
の
形
態
が
、
多
様

な
生
態
系
ヰ
守
つ
で
き
た
。

泉
の
保
存
を
提
唱
、
活
動

し
て
い
る
の
は
叶
重
信
く
ら

し
の
学
習
会
」
(
丸
井
美
恵

子
代
表
、
十
六
人
)
。
町
内

し
た
。
収
援
は
泉
の
維
持
管

理
費
用
に
完
て
る
考
え
だ
。

メ
ン
バ
ー
は
町
内
の
別
の
泉

で
ゴ
ミ
拾
い
戸
F

実
施
す
る
な

ど
埼
極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と

保蒋求める声広がるが…

52 
は
、
水
路
も
泉
も
設
計
に
か

か
わ
る
農
業
施
設
1
1
C
と
ら

え
て
い
る
。
総
持
の
た
め
定

騎
的
戸
山
首
午
を
刈
り
、
思
の
砂

を
さ
ら
う
。
一
匂
績
み
が
綴
れ

る
と
獲
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
だ
が
、
近
年
は
後
継
者
の
声
は
あ
る
u

銭
ウ
一
博
物
館

不
足
で
人
が
曲
捕
ま
り
に
く
の
工
業
界
一
芸
員
は
弘
司

〈
、
作
業
は
大
芝
い
う
。
時
窃
語
以
阿
部
彰

一
ニ
ケ
村
裂
は
平
成
問
、
五
山
義
者
割
引
け
つ
十
点

差
に
か
け
て
、
下
流
の
水
肉
離
望
日
干
し
話

路
が
町
の
事
業
で
コ
ン
ク
ソ
ー
を
語
読
に
副
官
付
制
」
と

!
ト
強
り
に
改
修
ざ
れ
た
。
訴
え
る
c

土
地
改
良
区
役
員
は
「
コ
ン
泉
の
保
存
は
農
家
の
協
力

ク
リ
i
ト
の
方
が
楽
だ
。
白
抜
ぎ
に
は
始
ま
ら
な
い
c

緩

然
が
大
切
な
の
は
分
か
る
済
性
優
先
の
社
余
む
発
一
一
校
、
と

が
、
だ
れ
が
開
田
明
屈
し
て
い
る
と
も
に
自
然
は
失
わ
れ
セ
い

の
か
わ
宥
濁
し
て
ほ
し
い
」
く
。
一

と
い
う
。
学
習
会
の
人
た
ち

と
は
態
識
の
ズ
レ
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
水
路
上
流
部
分

の
改
修
計
額
も
お
り
、
自
然

保
護
に
熱
心
な
人
た
る
を
心

配
さ
せ
て
い
る
。
同
町
産
業

課
崎
一
管
理
審
の
土
地
改
向
司

区
の
意
向
を
間
ぎ
な
が
ら
進

め
た
い
が
、
時
期
や
ヱ
法
は

未
定
」
と
説
開
閉
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
学
沼
会
は

昨
年
十
月
、
附
叫
に
泉
保
存
の

要
議
曹
を
援
出
し
た
c

平野郊で失われた患然が競っている三三ケ村泉

同
り

M

C
eトト

元
労

北
野
田
、
南
野
田
の
一
一
一
地
区

の
水
協
を
制
帽
す
主
要
な
水

顔
。
水
が
不
足
し
が
ち
な
重

信
町
で
は
江
戸
時
代
、
水
確

保
の
た
め
多
く
の
泉
を
掘
っ

た
怒
史
が
お
り
、
同
泉
む
そ

の
一
つ
だ

8

泉
に
は
滑
ら
か
な
水
が
流

れ
、
ハ
ヤ
、
カ
ワ
ム
ッ
、
ヵ

ワ
ニ
ナ
な
ど
が
い
る
。
ハ
グ

ロ
ト
ン
ボ
が
舞
い
、
水
背
中
も

笠
露
。
松
山
平
野
で
極
め
℃

少
な
く
な
っ
た
庁
オ
カ
ワ
ト

の一一一十
3
四
十
代
の
主
婦
で

機
戒
さ
れ
で
い
る
。
発
足
以

来
丸
一
一
年
。
向
飛
と
出
会
っ
て

「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
所

が
あ
る
の
か
」
ど
突
し
さ
に

感
酬
劃
し
た
。

保
存
の
第
一
歩
と
し
て
昨

年
秩
、
一
一
一
ケ
村
泉
の
自
然
を

苅
っ
て
も
ら
お
う
と
、
泉
の

写
真
で
絵
は
が
き
千
ゼ
ッ
ト

を
作
製
。
人
づ
て
や
フ
り
i

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し

た
。
評
判
が
良
く
て
増
尉
も

し
一
」
い
る
。
丸
井
さ
ん
は
「
絵

は
が
き
を
返
し
て
、
資
問
者

が
増
え
て
き
た
」
と
、
)
活
劇

の
広
が
り
に
手
C
た
え
芥
一
感

じ
て
い
る
。

管
還
者
の
土
地
改
良
区



泉の絵はがきによせて パート 11

貴 書庖で美しい水辺のポストカードを見つけました。

てっきり信州の方の写真かと思ったのに、よく見ると重信川流域にあると

書かれています。

地図にものっていない、この三ケ村泉はどこにあるのでしょうかD ぜひ訪

ねてみたいと o (中略)

私は木や草を友達のように思っていますので、環境をそこねるようなこと

はしませんから、その点はどうぞご安心を。

** かつて飲料水だった小川、ふなも川エピもしじみもカニも住んでいたし、

蛍も乱舞していた小Jl!o

今はコンクリートの排水溝になってしまった現実が悲しいです。

同じ生き物が生きられる地球であって欲しい。

今回はお二人の便りの一部を紹介させてもらいました。

私も先日、冬枯れの泉に行ってみました。昨年の夏に訪ねた泉の周辺が一変し

ていました。高速道路の周辺整備なのか、 “泉"の廻りの水路が三面コンクリー

トに変わっている所が多くみられました。

細いあぜ道もアスフアルトで固められ、これじゃあ道草をする気にもなれませ

ん。

くぬぎ林もだいぶ切り倒され、かろうじて泉の周辺だけが残され、ゴミだけが

よけいに目立っていました。

これからどのような方向で“泉"のことを考えていったらよいのか。水利組合

の人との話し合い、そしてまた、行政の取り組みを聞くことなど・.0 

その一方で、 “泉"のことを大切に思っている他のグループの人々や地元の

人々をまきこんでの活動ができないものか、と。

いろいろなことを考えさせられました。

(2月24日

③ 
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号のネットワ…クを i

この4月 i百、夫の転勤にともないモ 1 0年近く栓み護れた重器から

ることに訟りました.， rくらしの学響会j をもみんなで;まじめて 2年3ヵ月。少

し足元が兎え;知めてきたようえ主気がしてきた時に、またもいい仲間がたくさんで

きて、何もかもこむかちという時にも重信金離れるのはも本当;こ残急です。

まわりから地「夫を単穿赴任させればj という声もありをそれらの声はうれし

かったのですが、夫の私への f高知でもう一度本職(言語鰭法士)へ鐘掃をj の

J思いに動かされても最終的に高知行ぎを訣心しました。高知で拭本職へもうー震

チャレンジするのと問時に fくらし iの問題iこも自をむけ、行動し続けたいと患

います。(またまた忙し‘くなりそう 1) 

重信で、また愛媛で、本当に多くの人々に支えられ、お世話に怒りました。こ

の問、経験し、学んだことは一言で拭言えないほどたくさんあちます。強いて言

うとしたらも 「いい仲間と一緒に行動する薬しさj です。そして「仲間さえいれ

ば、どんなことにでも立ち向かう勇気がわいてくる」ということです。

地理的には百十数キロ離れることになりますが司これからみんなと新たな広が

りのネットワークを作ることができると思うとワクワクしてきます。どんなネッ

トワークになるでしょうね、石鎚の両鱒で砂.'? ! 

みんなのますますの研鍍と欝関を期待しています。

で域、みなさん、私の好き註ことばで、 auf Wiedersehen 

弟、一也、いう閥均 ..?.4~ミ 1/ ?. 、し同日
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